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工　事　概　要

パークウェルステイト幕張ベイパーク　完成

パークウェルステイト
シリーズ最大規模

三井不動産レジデンシャル株式会社
執行役員シニアレジデンス事業部長

井上　貴嗣

設計コンセプト

空に開かれたタワーデザイン

（９） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　８月２３日　（金曜日）

ロビーラウンジ女性用ガーデンスパ

ガーデンダイニング ＩＬ　居室 パークエントランス

■工　事　名　称／幕張新都心若葉住宅地区計画（Ｂ－街区）新築工事
■物　件　名／パークウェルステイト幕張ベイパーク
■建　設　地／千葉市美浜区若葉－－
■建　築　主／三井不動産レジデンシャル株式会社　
■設計・監理／株式会社熊谷組一級建築士事務所
■施　　　工／株式会社熊谷組東京建築支店
■敷　地　面　積／，．㎡
■建　築　面　積／，．㎡
■延べ床面積／，．㎡
■構造・階数／ＲＣ一部Ｓ造地上階建て（中間免震構造）
■主　要　用　途／有料老人ホーム
■工　　　期／年月日～年月日
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　三井不動産レジデンシャルが千葉市美浜区で建設を進めていた
「パークウェルステイト幕張ベイパーク」が完成した。開発エリア
「幕張ベイパーク」のＢ５街区に新設した免震タワーシニアレジ
デンス。総戸数戸で、首都圏の高齢者向け住宅では居室数第２
位となる。また、社会福祉法人太陽会と連携し、医療・介護サービ
スが提供される。設計・監理と施工は熊谷組が担当した。

　千葉市海浜幕張エリアで開発を推進しております「幕張ベイパーク」
において、シニアのためのサービスレジデンス「パークウェルステイト」
シリーズ史上最大規模の「パークウェルステイト幕張ベイパーク」が、
このたび竣工を迎えることができました。株式会社熊谷組様をはじめ、
多くの関係者の皆さまに、心より御礼申し上げます。

　本物件は「自然と人との関わりを楽しむ　空、大地、街、人にひらか
れたシニアレジデンス」のコンセプトのもと、外構における中・高木は
シリーズ最多の本を超え、敷地内にいながらも四季の移ろいを感じ
られます。施設内の共用部分は、リゾートホテルのような自然と調和す
るロビーラウンジをはじめ、約席のガーデンダイニング、海が見え
るスカイラウンジ、季節に応じて湧出地が変わる運び湯の温泉浴槽やア
ロマロウリュサウナなどの温浴リラクゼーションなどをご用意。さらに
ご入居者専用入口を設けたクリニックも併設しております。
　自立したお元気な高齢者の方々が新たなライフステージを過ごしてい
ただける場として、感動品質を提供できるよう推進して参る所存です。

　計画地は「海浜幕張駅」の東側「幕張新都心若葉住宅地区」街区内に
位置します。
　本プロジェクトは、花見川緑地、幕張海浜公園、業務・商業・文教・
住宅ゾーンの結節点として、都市でありながら自然が豊富で、日々異な
る豊かさを感じることができるような、都市に自然にひらかれた建築を
目指しました。
　配棟計画は各共用部から最大限に緑や水を感じることができ、表情豊
かな自然に囲まれる優雅な空間が享受できることを意図し、当街区の中
央に一般高齢者向け居室を有する地上階建て中間免震構造のタワーを
配置、それを囲むように地上４階建ての介護棟・地上１階建ての共用施
設を配置することで中庭と屋上庭園・地域に開かれた外庭を創出し実現
させました。環境へも配慮した計画とすることでZEB Orientedを取得
しています。

　景観デザインは事業主を主体とする街づくりグループが策定したデザ
インガイドラインに基づき縦基調のマリオンとファーリングによって空
に開かれたタワーデザイン、まちなみとの繋がりを大切にし、ヒューマ
ンスケールなボリュームに分節した低層・外構デザインとすることで、
地区全体の中央に位置する若葉三丁目公園を軸とした若葉住宅地区独自
の都市景観を生み出すことを目指しました。
　内部空間には約㎡の広々としたエントランスラウンジをはじめ、
大浴場・レストラン・バー・ライブラリー・娯楽室・フィットネス・ビ
ューラウンジなど多様な共用施設を計画しました。共用施設からは四季
折々の樹種で構成された森の風景や水景・スカイラインが広がり、居住
者または地域とのコミュニティ誘発に寄与し、心地よく日常を彩ります。
　株式会社熊谷組一級建築士事務所

　設計本部設計第２部設計第１グループ　山本　浩孝
溝口　頌悟


